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平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
、９
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ

１５

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

成　

年
度
の
町
の
財
政
運
営
に
つ

１５
い
て
は
、
前
年
に
も
ま
し
て
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
限
ら
れ

た
財
源
を
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
効
果

的
、
効
率
的
に
活
用
し
、
町
民
生
活
全
般

に
わ
た
る
諸
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

般
会
計
で
は
、
歳
入
決
算
で
前
年

度
に
比
べ　

・
５
％
減
の　

億
３
、

１１

６４

９
８
５
万
円
、
歳
出
決
算
で　

・
４
％
減

１２

の　

億
４
、
１
８
７
万
円
と
な
り
、
歳
入

６２
歳
出
差
引
額
は
１
億
９
、
７
９
８
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

入
に
つ
い
て
は
、
町
税
に
お
い
て

企
業
収
益
や
雇
用
情
勢
の
悪
化
等

に
よ
り
大
き
く
減
収
と
な
り
、
前
年
度
に

比
べ
１
億
１
、
５
０
４
万
円
減
少
し
、
地

方
交
付
税
に
お
い
て
は
国
の
三
位
一
体
改

革
等
の
影
響
で
２
億
７
、
５
７
４
万
円
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

出
に
つ
い
て
は
「
第
４
次
総
合
計

画
キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
」
の
５
本
の

２１

柱
を
基
本
に
、
福
祉
、
教
育
、
生
活
環
境

な
ど
住
民
福
祉
全
般
に
わ
た
る
事
業
を
総

合
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
完
了
等

普
通
建
設
事
業
の
減
少
に
よ
り
大
幅
な
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

比
率
と
し
て
使
わ
れ
る
経
常
収
支

比
率
は
、　

・
５
％
と
昨
年
よ
り
１
・
５

９０

　
　

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
義
務
的

ンポ
トイ経

費
で
あ
る
人
件
費
や
公
債
費
、
委
託
料

等
の
物
件
費
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
今

後
も
こ
れ
ら
の
経
費
の
縮
減
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。

歳
出
総
額
は　

億
8
、7
1
1
万
円

108

平

ま

一歳歳

一
般
会
計

歳
入 

万
円 ６４億３,９８５ 

歳
出 

万
円 ６２億４,１８７ 

地
方交
付税とは？

皆さんが町税のほかにも 
国へ納付していただいて 
いる所得税・酒税・消費税 
などの一部を、一定の基 
準に従って国が地方へ 
交付しているお金です 

　町税は、個人町民税が３億９,３７０万円（△１２．６％）、法人町
民税が９,４０１万円（△２．１％）、固定資産税が８億９,３２９万円（△
６．１％）と、いずれも前年度に比べ減少し、全体では６．９％
減の１５億４,４５８万円となりました。
　地方交付税は２２億９,６８２万円（△１０．７％）、国県からの補助
金等である国県支出金は６億２,５９９万円（△２３．３％）と大き
な減少となりました。
　町債は、財源不足に対応するための臨時財政対策債で前
年度比１０３．８％増の４億８,６８０万円となりましたが、各事業に
おける借入額の抑制を図ることにより全体で１９．１％減の７
億４,５２０万円となりました。

歳 入 の 主 な 内 容 

町税町税 
15億4,458万円万円 

24.0％ 

分担金分担金及び及び負担金負担金などなど 
7億4,447万円万円 

11.511.5％ 

町債町債 
7億4,5204,520万円万円 
11.611.6％ 

国庫支出金国庫支出金 
2億5,348万円 3.93.9％ 

県支出金県支出金 
3億7,251万円 

5.85.8％ 

地方譲与税など　4億8,279万円 
7.5％ 国庫支出金 

2億5,348万円 3.9％ 
県支出金 

3億7,251万円 
5.8％ 町債 

7億4,520万円 
11.6％ 

地方交付税　22億9,682万円 
35.7％ 

分担金及び負担金など 
7億4,447万円 

11.5％ 

町税 
15億4,458万円 

24.0％ 

自 主
財

源
3
5
.5
％

依

存
財
源
64.5％

歳 

入 



32004.11.012004.11.01

　目的別の内訳は、歳出予算がどのような目的に使われた

かを示したもので、最も多いものは、児童福祉、老人福祉、

障害者福祉等に要する経費として使われた民生費の１１億

５，９１３万円で、歳出総額の１８．６％を占めました。衛生費は前

年度に対して７．２％増の１０億９３４万円で、各種予防接種事業

やし尿、ごみ処理等衛生的な生活環境を維持するための経

費として使われました。公債費は過去の起債に対する償還

のための経費で、償還完了等で前年度に対して７．７％減の９

億７，９３１万円となりました。

歳 出 の 主 な 内 容 

Ⅳ 活力に満ちたたくましいまち 

石のまちづくり事業　・観光宣伝事業など 

●地域資源を有効に活用するために 
　　　　　　　　　　　　１，２９６万円 

中小企業対策事業・雇用対策事業・農業経営体活性化事業・畜
産振興事業・農村総合整備事業など 

●環境変化に柔軟な産業育成のために 
　　　　　　　　　　５億４，５１６万円 

Ⅴ 町民とともに歩むまち 

循環型社会推進計画策定事業・新エネルギービジョン策定等事
業・地図情報システム事業など 

●効率的な行財政運営の推進 ２，１７０万円 

広報紙発行事業・ネットワーク維持管理経費・議会だより発行
経費・防災行政無線整備事業など 

●開かれた行政の推進 ９，０９５万円 

地域づくり事業・町民号事業・男女共同参画プラン策定経費・オ
ーストラリア研修事業・英国文化体験事業など 

●町民総参加の推進 ３，２２５万円 

Ⅲ 人にやさしく健康で安心して暮らせるまち 

介護予防生活支援事業・老人クラブ助成事業・身体障害者（児）
福祉事業・老人保健事業・地域保健事業・乳幼児育成指導事業・
妊婦検診事業など 

●みんなが安心していきいきと暮らすために 
　　　　　　　　　　　３３億２，９１４万円 

まちづくり後継者事業・児童クラブ運営事業・母子保健事業
など 

●やさしさと思いやりをもって共に生きるために 
　　　　　　　　　　　１６億７，１８９万円 

Ⅱ 自然と調和し安全で快適な町づくり 

防犯推進経費・消防施設整備事業・交通安全対策事業など 

●安全で安心な地域社会をめざすために　２，４６３万円 

地方特定道路整備事業・道路維持補修事業・簡易水道事業・定住促進
事業 

●快適な都市基盤の整備をめざすために　５億６，２１４万円 

環境衛生経費・石川地方生活環境施設組合負担金・公園管理経費など 

●自然と共生する社会をつくるために　５億３，８４０万円 

Ⅰ 心豊かに学ぶ力をつなぐまちづくり 

文化財普及活動事業・町史編集事業など 

●歴史を学びあい個性豊かな社会をつくるために 
　　　　　　　　　　　　　　　１，０３０万円 

学校間交流事業・生涯学習推進事業・芸術文化活動事業・スポーツ振興
事業・教育振興事業・外国青年招致事業など 

●明日を担う人づくりのために　　９，３３４万円 

平
成　
１５
年
度

教育費教育費 
6億4,705万円万円 

10.410.4％ 

公債費公債費 
9億7,931万円万円 

15.715.7％ 

土木費土木費 
3億6,553万円万円 

5.85.8％ 農林水産業費農林水産業費 
5億7,938万円万円 

9.3％ 

消防費ほか 6億2,656万円 
10.0％ 

土木費 
3億6,553万円 

5.8％ 農林水産業費 
5億7,938万円 

9.3％ 

教育費 
6億4,705万円 

10.4％ 

総務費 
8億7,557万円 

14.0％ 

公債費 
9億7,931万円 

15.7％ 

衛生費 
10億0,934万円 

16.2％ 

民生費 
11億5,913万円 

18.6％ 

歳 

出 
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町
民
の
皆
さ
ん
に
職
員
の
給
与
実
態
を

正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
町
職
員

の
給
与
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
数
値
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
「
地
方
公

１６

務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共

団
体
定
員
管
理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い

ま
す
。

�
職
員
の
給
与

　

町
職
員
の
給
与
は
民
間
給
与
の
調
査
に

基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
及
び
国
や

他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
均
衡
を
考
慮

し
つ
つ
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
。

�
職
員
数

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は

１６

２
０
０
人
で
平
成　

年
に
比
べ
７
名
の
減

１５

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
臨
時
・
嘱
託
職
員
除

く
）

�
町
独
自
の
取
り
組
み

　

町
で
は
現
在
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え
次

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
特
別
職
（
町
長
な
ど
の
三
役
及
び
教
育

長
）
の
給
料
月
額　

％
減
額

１０

②
管
理
職
（
課
長
補
佐
以
上
の
職
員
）
手

当
て
支
給
額
の　

％
減
額

２０

③
職
員
の
給
料
月
額
５
％
相
当
分
の
減
額

（
６
月
と　

月
の
期
末
手
当
よ
り
そ

１２

れ
ぞ
れ
６
月
分
ず
つ
一
括
し
て
減
額

し
て
い
ま
す
。）

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�1 　人件費の状況（平成１５年度一般会計決算）
人件費率（B/A）人件費（B）実質収支歳出額（A）

28.2％175,742万円19,798万円624,239万円

※人件費には特別職（町長、議員など）に支給する給料、報酬などを含
みます。

�2 　職員給与費の状況（平成１６年度一般会計予算）
一人当たり
の給与費
（B/A）

給与費
職員数
（A） 計（B）期末・勤勉

手当職員手当給料

6,043
千円

1,087,873
千円

248,285
千円

82,477
千円

757,111
千円

180
人

�3 　平均年齢及び平均給料月額の状況（平成１６年５月現在）
平均給料月額平均年齢区分

335,500円４１歳１月一般行政職員

350,400円５０歳８月技能労務職員

�4 　初任給及び学歴別・経験年数別平均給料月額の状況
経験年数

初任給区分
20年10年2年

334,000円249,200円177,400円170,700円大学卒一
般
行
政
職 328,500円205,800円143,300円138,800円高校卒

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用
前に前歴などある場合には、その期間を町規則に換算し、採用後の数年
に加算した年数をいいます。

�5 　特別職報酬等の状況

期末手当給料（報酬）月額

（支給割合）304,000
円議長

報　
　

酬

718,200
円町長

給　
　

料

1.6月分6月期末239,400
円副議長575,100

円助役

1.7 月分12月期末223,300
円議員538,200

円収入役

3.3月分計538,200
円教育長

特別会計等の決算は…

国民健康保険は医療費分１０億４，１９８万円で一人当た
りの医療費（保険者負担分）は、約１６万円、老人保
健では医療費分１９億５，６９０万円で一人当たりの医療
費（保険者負担分）は、約６０万円となっています。

特別会計
歳　　　出歳　　　入会　計　名

16億6,875万円17億 9,329万円国民健康保険

19億9,334万円20億 2,106万円老人保健

7億2,702万円7億5,570万円介護保険

840万円846万円介護保険サービス事業

61万円1,667万円母畑財産区

73万円1,008万円中谷財産区

14万円41万円石川地方町村心身障害児
就学指導審議会

277万円3,487万円土地開発事業

1億8,628万円1億8,920万円簡易水道事業

5,719万円2億3,232万円宅地造成事業

水道事業会計
2億 7,144万円計収　入

収益的収支
2億1,588万円計支　出

163万円建設負担金

収　入

資本的収支

737万円国庫補助金

900万円計

6,825万円建設改良費

支　出
2,966万円企業債償還金

98万円国庫補助金返還金

9,889万円計

資本的収入額が支出額に対して不足する8,989万円は、当該年度損
益勘定留保資金等で補てんしました。
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�6 　職員手当の状況
国町区分

期末勤勉
手当

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

0.7月分1.4 月分0.7 月分1.4 月分6月期

0.7 月分1.7 月分0.7 月分1.6 月分12月期

1.4 月分3.0 月分1.4 月分3.0 月分計

国町

退職手当

定年・勤奨自己都合定年・勤奨自己都合（支給率）

27.3 月21.0 月27.3 月21.0 月勤続20年

42.12月33.75月42.12月33.75月勤続25年

59.28月47.5 月59.28月47.5 月勤続35年

59.28月59.28月59.28月59.28月最高限度

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する職員（税務職
員ほか8職種）に対して支給される手当て。
※現在支給なし

特殊勤務
手当

正規の職員が勤務時間を越えて勤務したときに支給され
る手当て
職員一人当たりの平均支給月額20,800円（平成１６年４月分）

時間外勤務
手当

配偶者13,500円配偶者以外の扶養家族のうち2人まで、
それぞれ6,000円扶養手当

月額9,500円を超える家賃を支払っている職
員に対し100円から27,000円

借家
借間

住居手当 2,500円
新築、購入されたものである場合は、その日か
ら起算して5年間は3,500円

自宅

51,000円まで全額、51,000円を超えた場
合、その超えた額の2分の1の額を51,000
円に加えた額

交通機関
等利用者

通勤手当

通勤距離に応じて2,200円から43,900円交通用具
利用者

�7 　一般行政職の級別職員数
合計8級7級6級5級4級3級2級1級区分

課　　長課長・主幹
課長・主幹・
課長補佐・
主任主査

主任主査・
係長・主査係長・主査主　　事主　　事主　事　補標準的な業務

11210630241415103職員数（人）

1008.95.426.821.412.513.48.92.7構成比（％）

1007.76.823.921.414.511.1122.6前年度構成比参考

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職、教育公務職を除いた行政職員です。

�8 　職員数の状況

計

公営企業部門
一
般
会
計

特別行政
部門一般行政部門

部　
　

門

小　
　

計

そ　
の　
他

水　
　

道

教　
　

育

小　
　

計

土　
　

木

農
林
水
産

商
工
労
働

民
生
衛
生

税　
　

務

総
務
企
画

議　
　

会

2002211111784313511936310372平成
16年

207211011186451411394659392平成
15年

△7110△ 8△2△6△20△ 1△21△ 20差引

�9 　定員適正化計画の年次別進捗状況
計公営企業等会計特別行政（教育委員会）一般行政部門

区分 前年比率職員数前年比率職員数前年比率職員数前年比率職員数

―234―14―45―175平成6年（計画前年）

△11223317△ 540△ 9166平成7年度～11年度
（対平成6年度）

225第１次目標（平成７年～１１年）

100.9％達成率

△4219017343△ 7159平成１２年度

△2217421144△ 7152平成１３年度

△5212021044△ 5147平成１４年度

△5207021145△ 6141平成１５年度

△7200122△ 243△ 6135平成１６年度

208第２次目標
（平成１２年～平成１６年）

104％達成率
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特　　集 FEATURE ARTICLES

石川中学校（３年）千島 愛美さん

優 秀 賞

石川中学校（１年）吉田 絵彩さん

優 秀 賞

石川中学校（３年）塩田 涼子さん

最 優 秀 賞

石
川
小
学
校
（
６
年
）
齋
藤　
沙
織
さ
ん

佳　
作

石川小学校（６年）箭内　陽香さん

佳　作
石
川
中
学
校
（
３
年
）
永
沼　
美
香
さ
ん

佳　
作

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

少
年
非
行
の
情
勢
は
、
県
内
及
び
管
内

に
お
い
て
も
全
刑
法
犯
で
の
少
年
の
割
合

が
４
割
を
超
え
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。
特
に
刑
法
犯
少
年
の
七

割
以
上
を
中
・
高
校
生
が
占
め
、
強
盗
事

件
と
い
う
凶
悪
犯
罪
が
発
生
す
る
な
ど
、

質
、
量
と
も
に
最
悪
の
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
県
民
の
少
年
非
行
に
対
す
る

関
心
を
高
め
少
年
非
行
防
止
を
図
ろ
う
と

石
川
警
察
署
、
石
川
地
区
防
犯
協
会
連
合

会
、
石
川
地
区
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
、

石
川
地
区
少
年
補
導
員
協
会
の
主
催
に
よ

り
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
う
つ
く
し
ま
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

つくろう
い安心のまち

みんなで
犯罪・事故のな

つくろう
い安心のまち

みんなで
犯罪・事故のな
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石
川
中
学
校
（
３
年
）
吉
田　
玲
沙
さ
ん

佳　
作

石川中学校（３年）鈴木　由佳里さん

佳　作
石
川
中
学
校
（
２
年
）
瀧
口　
友
紀
恵
さ
ん

佳　
作

　

地
域
の
皆
さ
ん

と
行
政
機
関
や
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
が
緊
密
な
連
帯

を
図
り
「
地
域
を

自
ら
の
手
で
守
っ

て
い
こ
う
！
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
安
全

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
去
る　

月　

日
に
開
催
さ
れ
ま

１０

１５

し
た
、
石
川
地
方
住
民
総
参
加
「
地
域
安

全
の
日
」
大
会
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た

作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
防
犯
に
対
す
る
意
識
を

し
っ
か
り
持
ち
犯
罪
、
事
故
の
な
い
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

つくろう
い安心のまち

みんなで
犯罪・事故のな

つくろう
い安心のまち

みんなで
犯罪・事故のな
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�
�
�
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地 域 安 全 川 柳 コ ン ク ー ル 入 選 作 品 

優 秀 賞優 秀 賞



・・・ 
身近に行われている 

楽しいイベントや 

明るい話題などを 

役場総務課まで 

お寄せください。 

街かど
探検隊
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９
月
８
日
、町
長
室
に
お
い
て
第　

回
国
民

５９

体
育
大
会
夏
季
大
会
出
場
選
手
激
励
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

学
法
石
川
高
校
ゴ
ル
フ
部
か
ら
大
野
卓
選

手
（
３
年
）
小
松
照
選
手
（
２
年
）
ま
た
監
督

と
し
て
緑
川
和
幸
教
頭
が
９
月　

日
川
越
市

１０

霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
行
わ
れ
る
競

技
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
西
牧
町
長
か
ら
「
町
に
明
る
い

話
題
を
」と
激
励
の
言
葉
と
激
励
金
と
が
贈

ら
れ
、
代
表
で
大
野
選
手
が
「
県
の
代
表

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。」
と
決
意
表
明

を
行
い
ま
し
た
。

県
民
の
代
表
と
し
て

国
体
ゴ
ル
フ
出
場
選
手
激
励
会

　

９
月　

日
、中
田
字
十
文
字
の
通
称「
二

１１

本
ぶ
な
」
に
お
い
て
山
岳
パ
ノ
ラ
マ
石
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
案
内
板
は
中
田
区
と
中
谷
財
産
区
が

中
田
造
林
組
合
の
協
力
を
得
て
作
成
設
置

し
ま
し
た
。

　

約
２
ト
ン
の
花
崗
岩
で
作
ら
れ
た
案
内
板

に
は
、
北
は
吾
妻
連
峰
、
南
は
男
体
山
ま
で
、

こ
こ
か
ら
見
え
る
美
し
い
山
々
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
地
区
民
や
関
係
者
約　

人
が
参

５０

加
し
、
神
事
、
除
幕
式
を
行
い
今
後
の
地
域
活

性
活
動
へ
の
誓
い
を
確
認
し
ま
し
た
。

絶
景
で
す

二
本
ぶ
な
へ
山
岳
案
内

　

９
月
８
日
、石
川
地
区
を
ス
タ
ー
ト
に
６
地

区
２
施
設
の
８
会
場
に
お
い
て
長
寿
を
祝
う

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

歳
以
上
約
２
２
７
０
名
、　

歳
以
上　

名
、

７５

８８

７２

　

歳
の
永
沼
六
郎
さ
ん
（
湯
郷
渡
）
へ
そ
れ
ぞ

９９れ
敬
老
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
結
婚　

年
目
の
金
婚
夫
婦　

組
に
県

５０

４４

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
福
島
民
報
社
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
歌
や
踊
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
盛
大
に
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

各
地
区
で
敬
老
会
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９
月　

日
、双
里
末
広
に
お
い
て
石
川
手
話

２６

サ
ー
ク
ル
太
陽
創
立　

周
年
記
念
式
典
が
開

３０

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
昭
和　

年
２
月
に「
手
話
通
訳
は

５０

地
元
の
方
に
…
」と
い
う
聴
覚
障
害
者
の
強
い

希
望
に
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。
発
足
当
初
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
や
障
害
も
あ
り
ま
し
た

が
一
歩
ず
つ
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
式
典
の
あ
と
斉
藤
英
幸
氏
を

講
師
に
招
き
「
手
話
サ
ー
ク
ル
と
の
関
わ

り
」
と
題
し
記
念
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
、

今
後
も
聴
覚
障
害
者
と
健
聴
者
の
融
和
を

は
か
る
た
め
活
動
し
て
い
こ
う
と
確
認

し
ま
し
た
。

手
話
サ
ー
ク
ル
太
陽

創
立　

周
年
を
祝
う

３０

　

９
月　

日
、
役
場
分
庁
舎
に
お
い
て
、
第　

２４

１６

回
ふ
く
し
ま
駅
伝
結
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

選
手
候
補
者　

名
（
中
学
生　

名
、
高
校
生

２３

１２

６
名
、
大
学
生
２
名
ふ
る
さ
と
選
手
３
名
）
へ

指
定
書
が
交
付
さ
れ
た
あ
と
、
西
牧
町
長
、

岡
崎
重
春
実
行
委
員
長
、
宗
像
貞
臣
監
督
が

「
選
ば
れ
た
誇
り
を
持
ち
ふ
る
さ
と
石
川
町

の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。ま
た
選
手

全
員
で
自
己
紹
介
を
お
こ
な
い
健
闘
と
団

結
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
は
、
来
る　

月　

日
、

１１

２１

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

上
位
入
賞
目
指
す
ぞ

ふ
く
し
ま
駅
伝
結
団
式

　

９
月　

日
、
野
木
沢
小
学
校
体
育
館
に

１８

お
い
て
、
県
内
で
た
だ
一
人
の
古
琴
奏
者
・

飛
田
立
史
さ
ん
に
よ
る
、「
古
琴
の
調
べ
」

を
聴
く
芸
術
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

古
琴
は
奈
良
時
代
に
伝
わ
り
、
平
安
時
代
や

江
戸
時
代
に
隆
盛
を
迎
え
ま
し
た
が
、
管
楽

器
（
洋
楽
器
）
が
伝
わ
っ
た
明
治
時
代
以
降

は
衰
退
し
、今
で
は
余
り
聴
く
こ
と
が
無
く
な

り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約
３
０
０
名
の
聴
衆
が
つ
め
か

け
、飛
田
さ
ん
が
奏
で
る
見
事
な
古
琴
の
調
べ

に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、二
胡
や
馬

頭
琴
な
ど
の
異
国
の
珍
し
い
楽
器
類
に
つ
い

て
の
説
明
に
子
供
達
も
興
味
津
々
で
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

古
琴
の
音
色
に

酔
い
し
れ
る
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職
業
▽
い
わ
き
市
内
郷
消
防
署
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。今

、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
何
で
す
か

石
川
Ｆ
Ｃ
と
い
う
チ
ー
ム
で
フ
ッ
ト

サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い

自
分
の
家
庭
を
持
っ
て
、
子
ど
も
と
一

緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
み
た
い
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

町
全
体
が
も
っ
と
盛
り
上
が
る
よ
う

な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
増
や
し

て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

明
る
く
、
一
緒
に
い
て
楽
し
い
人
。

次
回
は
、
西
牧
さ
ん
の
紹
介
で

荻
野　

由
美
さ
ん
で
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
７
人
に

な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

５０

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結
婚
。
米
、

２９

葉
タ
バ
コ
、
養
蚕
、
牛
な
ど
で
生
計
を

立
て
て
お
り
ま
し
た
。
当
た
り
前
で
す
が
そ
の

当
時
は
車
な
ど
の
運
搬
機
械
が
な
か
っ
た
た

め
、
高
台
に
あ
る
家
屋
ま
で
米
や
農
作
物
を
自

分
の
体
で
背
負
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
苦

労
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
稲
作
や
和
牛
を
飼
い
現
役
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

英
世
さ
ん　

庭
木
の
手
入
れ
や
盆
栽

づ
く
り
で
す
。

千
代
子
さ
ん　

野
菜
や
花
づ
く
り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

二
本
ぶ
な
か
ら
見
る
山
々
は
と
て
も

美
し
く
気
持
ち
を
穏
や
か
に
す
っ
き

り
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

下
水
道
や
公
園
な
ど
の
住
空
間
の
整

備
を
推
進
し
住
み
よ
い
石
川
町
を
つ

く
り
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

住所／谷地字伊勢房内

南條　英世さん (７４歳 )
千代子さん (６８歳 )

渡里沢
西牧　大輔さん
（21歳）
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聞 い て み ま し た 町 の 声 

栃
木
県
矢
板
市 

「私のふるさと」は、町外から石川町に
来られた方々を紹介していきます。６
地区を巡回し、みなさんの生まれ育っ
たふるさとの思い出、石川町の印象な
どをお聞きしています。登場したい方は、
総務課広報広聴係までご連絡ください。 
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◆あなたの故郷はどんな所ですか

　栃木県の北部、西に雄大な男体山を望む

人口約３万７千人の栃木県矢板市です。

　皆さんが矢板と聞いてまず思い浮かべ

るのが東北自動車道の矢板インターチェ

ンジだと思います。那須塩原、今市、日光

へ向かう交通の要所となっています。私の

住んでいたところは旧４号線沿いで、幼い

頃は田園に広がるレンゲ草の中で遊んだ

ことを思い出します。

　また、市の北西に広がる日光国立公園の

八方ヶ原のレンゲつつじはとても美しい

です。

◆いつ、石川町に来ましたか

　昭和５３年に来ました。

◆石川町の印象は

　のどかで、周りの人たちも人情味があり

ます。部落での行事などにも声をかけてく

れてすぐに打ち解けることが出来ました。

また沢田地区はおいしい果樹園や野菜畑

も多く景色も最高で散歩コースに最適だ

と思います。

◆町政に望むことは何ですか

　観光や物産の一本化をはかりもっとＰ

Ｒ活動をおこなって欲しいと思います。

　また、下水道の整備もお願いしたいと思

います。

●
長
距
離
走
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　
　

歳
の
時
、町
の
青
年
団
陸
上
競
技
大
会
の
長

１８
距
離
走
に
出
場
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。そ
れ

ま
で
陸
上
競
技
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
町
の
大
会
、
郡
の
大
会
で
優
勝
し
て
、

何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
県
大
会
に
出
場
。そ
こ
で

ペ
ー
ス
配
分
を
間
違
え
惨
敗
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
来
年
こ
そ
は
優
勝
し

よ
う
と
本
格
的
に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。　

●
ふ
く
し
ま
駅
伝
と
の
か
か
わ
り
は

　

第
２
回
大
会
か
ら
第
７
回
大
会
ま
で
出
場
し

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
私
は
、国
体
や
新
潟
〜
東
京

間
駅
伝
な
ど
に
出
場
し
た
全
盛
期
か
ら　

年
ほ

１０

ど
経
過
し
て
い
ま
し
た
が
、石
川
町
チ
ー
ム
が
第

１
回
大
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、周
り
の
人
か
ら
の
強
い
要
望
や
薦
め
で

準
備
段
階
か
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

選
手
た
ち
も
こ
の
駅
伝
が
初
め
て
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
メ
ン
タ
ル
面
で
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
ず
関
係
者
の
皆
さ
ん

と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
苦
労
し
て
準
備
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
全
員
で
合
宿
を
行
い
団
結
や
親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。い
い
加
減
な
練
習
を
し
て
い

る
選
手
が
い
れ
ば
叱
咤
激
励
を
と
ば
し
、ま
た
周

り
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
れ「
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ

う
」
と
い
う
一
体
感
が
あ
り
ま
し
た
。

●
選
手
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ま
わ
り
の
期
待
や
練
習
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が「
逃
げ
て
は

ダ
メ
で
す
」こ
の
苦
し
み
は
今
後
の
人
生
の
中
で

必
ず
役
に
た
ち
ま
す
。

　

そ
し
て
走
る
こ
と
は
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
く
だ
さ

い
。駅
伝
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
喜
び

も
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
笑
う
の
は
�
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
た
人
�
で
す
。

が
ん
ば
れ
！
ふ
く
し
ま
駅
伝

▲１１月２１日　今年も熱い戦いが
繰り広げられます。

沢井字十三塚沢井字十三塚

野内しづ子野内しづ子さんさん

中田字迎高野 塩田　繁さん
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編
纂
室
だ
よ
り 

87

　

江
戸
時
代
後
期
の
石
川
町
域
は
大
部
分
幕
領
（
幕
府
領
、
天
領
）
で
、
塙
代

官
役
所
（
東
白
川
郡
塙
町
）
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
。
今
回
取
り
上
げ
る
事

件
は
、
板
橋
区
有
文
書
に
見
え
る
板
橋
村
と
隣
村
山
白
石
村
と
の 
秣
場 
争
い
で

ま
ぐ
さ
ば

す
が
、
現
代
と
は
違
う
方
法
で
解
決
し
ま
し
た
。

　

秣
場
と
は
村
民
が

共
同
で
利
用
す
る
草

刈
り
場
で
す
が
、
牛

馬
の
飼
料
、
田
畑
の

肥
料
、
燃
料
な
ど
の

供
給
源
と
し
て
、
近

世
と
近
代
の
農
村
で

は
重
要
な
場
所
で
し

た
。

　

時
は
嘉
永
七
年

（
安
政
元
年
、
一
八

五
四
）。一
月
に
ア
メ

リ
カ
の
ペ
リ
ー
が
前

年
に
続
き
来
航
し
、

日
本
は
日
米
和
親
条

板
橋
村
と
山
白
石
村
の 
秣
場 
争
い

ま
ぐ
さ
ば

大
事
な
秣
場

約
を
結
び
つ
い
に
開
国
し
た
年
で
す
。

　

両
村
が
争
っ
た
秣
場
は
、
板
橋
村
が

主
張
す
る
「
と
う
の
す
」
と
「
ひ
か
げ

山
」
で
す
。
村
ど
う
し
の
争
い
の
場
合
、

周
辺
の
村
の
有
力
者
が
仲
裁
に
入
り
、

 
内
済
扱
人 
と
し
て
調
停
し
内
々
に
解

な
い
さ
い
あ
つ
か
い
に
ん

決
し
ま
し
た
。

　

ま
ず 
閏 
７
月
、
塙
役
所
の
出
張
所
で

う
る
う

あ
る
浅
川
陣
屋
に
勤
務
す
る
年
番
庄
屋

（
一
年
交
代
で
陣
屋
と
の
窓
口
を
努
め

る
）
の
孫
三
郎
、
浅
川
町
茂
次
右
衛
門
、、

北
山
形
庄
屋
勇
蔵
が
扱
人
と
な
り
ま
す
。

三
人
は
「
花
立
」
を
替
え
場
と
し
て
提

案
し
ま
す
が
、
山
白
石
側
が
納
得
せ
ず

失
敗
に
終
わ
り
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
石
川
高
田
村
庄
屋
慎
之
助
と

双
里
村
庄
屋
伝
之
助
が
扱
人
に
な
り
ま

す
が
こ
れ
も
不
調
に
終
わ
り
、
板
橋
村

は
つ
い
に
塙
役
所
に
訴
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
塙
役
所
の
命
令
を
う
け
た
浅

川
陣
屋
も
調
停
で
き
ず
、
下
泉
村
庄
屋

謙
治
と
、
こ
れ
ま
で
「
編
纂
室
だ
よ
り
」

に
し
ば
し
ば
登
場
し
た
沢
井
村
庄
屋

 
七
保
作 
が
扱
人
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

な
お
さ
く

山
白
石
村
は
草
は
刈
っ
て
も
木
は
切
ら

な
い
こ
と
、
馬
の
入
山
は
六
頭
ま
で
に

す
る
な
ど
、
細
か
い
取
り
決
め
を
し
て

解
決
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
地
域
の
問
題
は
地
域
で

解
決
す
る
と
い
う
知
恵
が
見
ら
れ
ま
す
。

相
次
ぐ
調
停
失
敗

よ
う
や
く
解
決

　

今
年
度
、
教
育
委
員
会
で
は
中
高

校
生
が
子
育
て
経
験
者
と
の
交
流

や
幼
い
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合

い
を
通
し
て
子
育
て
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
と
す
る
、「
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
研
修
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
中
高
校
生
か
ら
一
般
町

民
ま
で
の
参
加
者
が
、
家
庭
教
育
や

本
の
読
み
聞
か
せ
に
関
わ
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
、
講
義
や
実
習
を
通
し
な

が
ら
子
育
て
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
幼
稚
園
の
元
園
長

や
町
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
か

ら
、「
子
ど
も
の
遊
び
」
や
「
子
ど

も
の
発
達
と
健
康
」
な
ど
の
講
義
を

受
け
た
ほ
か
、
乳
児
健
診
時
や
第
一

保
育
所
に
お
い
て
、
実
際
に
子
ど
も

た
ち
と
接
し
た
り
い
っ
し
ょ
に
本

を
読
ん
だ
り
な
ど
研
修
を
重
ね
て

き
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
あ
と
は
、
参
加
者
だ
け
で

そ
の
日
の
活
動
内
容
を
振
り
返
っ

て
討
論
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
中

高
校
生
や
大
人
の
立
場
か
ら
子
育

て
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
を
話
し

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
子
育
て
の
重
要

性
を
認
識
す
る
機
会
と
し
て
い
ま

す
。

嘉永７年閏７月「申上状」

�
第
一
保
育
所
で
本
の
読
み
聞
か
せ
の

実
習

�
乳
児
健
診
で
お
世
話
す
る
参
加
者

石川町 石川町 
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暮らしの豆知識 
みんなで 
エコライフ 

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る
 

省
エ
ネ
の
は
な
し
 

●
本
当
に
点
検
が
必
要
で
す
か
？

　

点
検
商
法
と
は
、「
点
検
に
来
た
」
と
い
っ
て

来
訪
し
、
以
前
買
っ
た
業
者
や
水
道
局
な
ど
と

勘
違
い
さ
せ
、
事
実
と
異
な
る
説
明
を
し
て
不

安
に
さ
せ
、
布
団
や
浄
水
器
な
ど
を
買
わ
せ
る

典
型
的
な
訪
問
販
売
の
手
口
で
す
。

【
事
例
１
】
以
前
に
買
っ
た
布
団
の
点
検
と
い

う
の
で
、
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
布
団
を
見
せ

た
。「
こ
の
布
団
は
カ
ビ
や
ダ
ニ
が
い
る
の
で
ア

レ
ル
ギ
ー
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
布
団
を
買
わ

さ
れ
、
前
の
布
団
を
持
っ
て
行
か
れ
た
。
高
額

な
の
で
返
し
た
い
。

【
事
例
２
】
水
道
の
検
査
に
来
た
と
い
っ
て
家

に
上
が
り
こ
み
、
コ
ッ
プ
に
入
れ
た
水
道
水
に

あ
や
し
げ
な
薬
を
入
れ
る
と
色
が
黄
色
に
変
わ

っ
た
。
今
の
水
道
水
は
危
険
な
の
で
業
者
の
浄

水
器
を
取
り
付
け
る
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
が
、

こ
の
浄
水
器
を
つ
け
れ
ば
安
心
か
？

　

事
例
１
で
は
、
事
業
者
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因
を
布
団
と
決
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
は

住
環
境
・
食
生
活
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
布
団
を
替
え
て
も
解
消

す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

事
例
２
は
、
浄
水
器
の
販
売
で
よ
く
あ
る
商

法
で
す
。
水
道
水
は
、
水
道
法
に
よ
り
決
め
ら

れ
た
水
質
基
準
に
基
づ
い
て
、
塩
素
で
殺
菌
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
塩
素
が
試
薬
と
反
応
し
て

黄
色
に
変
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
万
病

に
効
果
が
あ
る
よ
う
な
こ
と
を
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
に
し
た
販
売
方
法
は
問
題
で
す
。

　

点
検
商
法
は
こ
の
ほ
か
、
床
下
や
屋
根
を
点

検
す
る
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
耐
震
工
事
、
屋
根
工

事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
特
定
商
取
引
法
の
規
制

対
象
で
す
が
、
ま
ず
知
ら
な
い
業
者
の
点
検
は
、

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　「ハッピースマイル」では、１歳
から３歳までのお子さんの写真を
募集しています。 
　応募方法は、お子さんの写真、名前、
誕生日、電話番号を明記して、封書
で役場総務課広報広聴係までお便
りください。後日担当が撮影にお伺
いします。応募多数の場合は、掲載
できない場合もありますのでご了
承願います。 

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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冷
蔵
庫
を
効
率
的
に

冷
蔵
庫
を
効
率
的
に

使
い
ま
し
ょ
う
！

使
い
ま
し
ょ
う
！

冷
蔵
庫
に
も
の
を
詰
め
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
冷
気
の
流
れ
が
悪

く
な
り
、
余
分
な
電
力
を
消
費
し
ま
す
。

中野字鍛治内
平成１３年５月２８日生まれ
隼人さん・香さんの長男

「ビックになれよ！！パパより元気に成
長してね。ママより」

板橋字塩ノ沢
平成１５年２月８日生まれ
茂則さん・由美子さんの長女

「思いやりがあるやさしい子に育って
ね！」

円
谷　

舶
人

    

ち
ゃ
ん

は
く
と

鈴
木　

麻
央

    

ち
ゃ
ん

ま
ひ
ろ
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材料（6人分） 
鶏もも肉（皮なし） 480g 
無糖ヨーグルト 大さじ5 
塩 小さじ1/2 
バター 大さじ1 
みそ 大さじ2 
砂糖 小さじ1 

（付け合わせ） 
ほうれん草 1束 
バター 大さじ1 
塩 少々 
こしょう 少々 
プチトマト 6個 

①無糖ヨーグルトと塩を混ぜておく。
鶏肉の両面に、包丁で数か所切れ
目を入れ、３～４等分に切ってヨ
ーグルトをからめて約30分置く。 
②フライパンにバターを入れ、強火
で鶏肉の両面に焦げ目を付け、フ
タをして弱火で蒸し焼きにする。 
③フタをはずし、みそ、砂糖を加え
て味をからませながら煮る。 
④付け合せのほうれん草をさっとゆで、
食べやすい大きさに切ってバター
で炒める。塩とこしょうで味を付
ける。 
⑤器に鶏肉とほうれん草、プチトマ
トを盛る。 

退職者医療制度  

長い間会社などに勤めていて退職し、
年金を受けるようになった人と 
その扶養家族に適用される制度です。 

　資格は、年金の受給権が発
生した日からとなります。年
金証書を受け取ったら、14
日以内に届出をし、「国民健
康保険退職被保険者証」の交
付を受けましょう。 

対象となる人 

資格・届出 

①～③を満たす人（退職被保険者本人）と扶養家族です。 

①国民健康保険に加入していること 

②老人保健制度の適用を受けていないこと 

③厚生年金や共済組合の老齢（退職）年金を受けていて、
これらの年金制度の加入期間が20年以上、または40歳
以後の加入期間が10年以上あること 

※扶養家族とは、退職被保険者本人と同じ世帯の、配偶者（内縁も可）および
三親等内の親族で、おもに本人の収入で生計を維持している人です。 

・年金証書・年金証書 
・保険証・印鑑・保険証・印鑑 
・年金証書 
・保険証・印鑑 

届出に必要なもの 

◎ 必ず手続きを 

◎ 退職後の医療保険 

◎ 必ず手続きを 

◎ 退職後の医療保険 

◎ 必ず手続きを 
　この制度で医療を受ける人の医療

費は、本人自己負担以外は、保険税

と職場の健康保険などが出しあう拠

出金によってまかなわれます。もし

対象となる人が手続きをしないで、

一般の国保のままで医療を受けると、

本来拠出金から支払われるべき医療

費も国保の負担となってしまいます。

国保の適正運営のためにも、対象と

なる人は必ず届出をお願いします。 

◎ 退職後の医療保険 ◎ 退職後の医療保険 ◎ 退職後の医療保険 
　退職者医療制度の適用を受ける以外にも、一定の条件を満たせば 

・ 職場の健康保険などに引き続き加入する（任意継続） 

・ 他の健康保険に加入している人の扶養家族になる 

などの選択が出来る場合もあります。選択によって、保険料（税）

額などが変わります。 

「健診の結果・・糖尿病の話」

健診でも、研修会でも糖尿病の
話題が増えています。糖尿病な
どの生活習慣病は１３～１４年か
かって症状がでてくるのです
が、それに食事が大きく影響し
ています。
健診でも尿糖や血糖の要注意
の人が増え、ヘモグロビンＡｉ
ｃといって１ケ月くらいの食
事に左右されないで、比べられ
る糖尿病の検査がありますが、
この値の高い人も増えていま
す。問題は自覚症状がないので、
食事やお酒・間食の見直しにも
つながらず、要注意や要精検な
のに放置している方も多いこ

とです。しかし、自覚症状がな
いので気をつける動機づけに
なかなかならない人もいて、最
終的には発病しインシュリン
注射をしたり、血管に影響が出
るので脳卒中を引き起こした
り、腎臓まで悪くして人工透析
になってしまうこともありま
す。糖尿病と人工透析や脳卒中
というと医療費も半端な額で
はありません。本人の負担もお
金ばかりでなく、身体も心も大
変になります。予防はもちろん
健診は毎年受けて、軽いうちか
ら改善して健康的に暮らした
いものです。暴飲暴食、肥満の
改善も忘れてはいけません。

���������	
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��
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こんにちは
赤ちゃん

お くやみ

11月 ●November
保健センター
保健センター
老人福祉センター

山形小学校
白河市～福島市
クリスタルパーク石川

中島病院

ひらた中央病院
保健センター
保健センター
老人福祉センター

中島病院

すくすく教室（９：３０～）
離乳食教室（９：１５～）
心配ごと相談（１０：００～）

山形小学習発表会
第１６回ふくしま駅伝
全国ミニバス大会福島県予選県
南地区大会（２７日）
在宅当番医

八槻市
勤労感謝の日
在宅当番医
１歳児健診（９：３０～）
３歳児健診（１３：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）

在宅当番医

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�

16
17

18
19
20
21

22
23

24
25
26
27
28

固定資産税（３期分）
介護保険料（５期分）
国民健康保険税（５期分）

（平成１６年９月１日～９月３０日まで届出分　敬称略）

12月 ●December
クリスタルパーク石川
中島病院

老人福祉センター

保健センター

母畑レークサイド
クリスタルパーク石川
石川中学校
三瓶胃腸科医院
保健センター
保健センター

石川町家庭バレーボール大会
在宅当番医

心配ごと相談（１０：００～）

３～４ヶ月健診（１３：３０～）

母畑レークサイドスケート場開き
石川バスケット２００４フェスティ
バル（～１２日）
在宅当番医
２歳児健診（９：３０～）
ひまわり教室（９：３０～）

�

�
�
�

�
�
�

�
�

5

6
7
8

9
10
11

12
15

���������������
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住 所保 護 者氏 名

鈴木　 康大  （則夫・悦子） 形　見
こうだい

芳賀　 光涼  （満・めぐみ） 立ヶ岡
みすず

古川　 優翔  （寿幸・沙織） 大字新屋敷
ゆうと

矢吹　 莉々咲  （英寿・恵美） 谷　沢
りりさ

佐藤　 太一  （貴昭・春美） 谷　沢
たいち

二瓶　 達哉  （伸一・一美） 中　野
たつや

鈴木　 杏奈  （松枝・由美子） 矢ノ目田
あんな

木戸　 麻衣  （栄助・サイトーン） 山　形
まい

小平　 慎斗  （大輔・綾子） 赤　羽
まなと

住 所　 氏　 名　

 柳　沢　時　代 一ノ沢 
 割　柏　清　吉 山　形
 瀬　谷　幸　男 中　田
 角　田　直　斉 谷　沢
 高　原　重　子 境ノ内
 矢　内　忠　雄 南山形
 野　内　ス　ミ 大字新屋敷
 佐　藤　武　雄 立ヶ岡
 三　森　榮　子 下ノ内
 金　内　フ　ク 飛ヶ作
 添　田　貞　夫 山　形
 大　島　ミチエ 王子平
 曲　山　フ　ク 塩　沢
 戸　賀　良　平 中　田
 生田目　サ　ヨ 塩ノ平
 薄　井　照　雄 板　橋
 佐　藤　幸　一 湯郷渡
 小　湊　光　男 山　形
 織　田　ナミイ 古　舘
 矢　内　幸　一 板　橋

※ご注意下さい※
１２月８日「２歳児検診」と「ひまわり教室」が一週間延期と
なりました。



町民憲章 町の人口 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第212回  
　沢田児童館 

施設の紹介  年長児１１名、年中児１４名、年少児１４名が元気に登館しています。広い館庭で所せましと遊ぶフープ回しやのぼり棒は、子どもたちの得意とする遊びです。 

編集後記 
　今回、特集面で川柳がありました。
俳句・川柳＝教養＝無縁と思って
いた私も、一つ一つの作品を拝
読しているうちにあることに気づ
きました。「言葉遊び」年の初め
に今年は。日記をつけよう！と思っ
た人いませんか？気がつけば今
年もあと2カ月。私は一回も書い
ていません。 
　一日の出来事を川柳にする。
誰にも見られないから恥ずかしく
もないですよね。来年から始めよ
う！来年から…。　　　（吉田知克） 

　日当たりのよい山地に生える多年草。茎は
高さ60cmぐらいで、全体にこまかい毛が多い。
葉先のとがった細長いだ円形で元の方は細ま
って少し茎をだく。夏～秋、茎の先で多く枝分
かれして、白色で直径2cmぐらいの頭花をか
ためてつける。 

（写真提供／関根政信さん） 

表紙の 登場人物 

1.自然と文化を愛し 
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

イナカギク（キク科） 

楽しかった運動会の絵を描きました。みんなで力を合わせて行った綱引きや玉
入れなど楽しいことばかり、どれを描くか迷っちゃいました。 

19,026人（－47） 

（  ）内前月比 

●10月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,297人（－25） 
9,729人（－22） 
5,573戸（－  8） 

運動会でハッスルしたよ！ 

　新田保育所に通う緑川志保さん（中央）と祖父
の和美さん（左）祖母のトヨさん（右）です。 
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